
アフターコロナ時代に向けての検討課題等
新型コロナウイルス感染症問題により、次の２点が明確に

①東京など大都市部への過度な一極集中に伴うリスクを是正することの重要性が顕在化

②感染拡大防止と地域経済の再活性化が進む中で、デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）

など社会変革に向けた取組みが加速化

◆我が国の社会構造を「地方分散型」に変え、真の地方創生を実現していく大きなチャンス

ＤＸの加速化に向けた取組の推進
・５GやAI,IoT,ビックデータ等の活用
・光ファイバー網の整備（県内100%）

１ 産業振興 ～５Ｇ、ＡＩ、ＩｏＴなど未来技術の活用～
・ものづくり産業の高度化（新技術、新商品の開発、サプライチェーンの見直し 等）
・スマート農林水産業の推進（省力化や接触機会の減少等に向けたスマート農機の活用 等）
・人材の育成・確保（デジタル人材の育成、リカレント教育の推進 等）

２ 観光・地域づくり・移住の促進 ～地方分散社会への転換～
・新たなスタイルによる観光振興（ARやVR、アバターを活用した観光体験 等）
・移住や分散社会の促進（サテライトオフィスの誘致、副業・兼業の促進、スマートシティの推進 等）

３ 暮らしの充実 ～医療・福祉・交通・文化・教育などの充実～
・医療・福祉の充実（オンライン診療、介護ロボットの活用 等）
・ＩＣＴ教育の推進（オンライン授業、対面指導とオンライン教育のハイブリット化 等）
・文化・スポーツコンテンツの充実（５Ｇ、ＶＲやＡＲを活用したオンライン公演・展示、スポーツ観戦 等）
・働き方改革・女性活躍の推進（リモートワーク、ワークライフバランスの推進 等）

４ デジタルガバメントの推進
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